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研究成果の概要（和文）：患者、看護職、医療費削減という３方向に効果のある患者教育プログ

ラムを学ぶための、看護職向けの学習システムの開発と評価を目的とした研究を行った。その

結果、６ステップからなる EASE（イーズ）プログラムの学習システムを開発した。またその学

習システムの効果として、患者のセルフマネジメント行動の向上、看護職の適切な発話内容が

明らかになった。医療費の試算では、676 億 6144 万円の削減効果が見いだされた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop and evaluate systems for nurses to 
learn patient education programs beneficial to both patients and nurses, as well as in 
terms of medical cost reduction. As a result, a system to learn the EASE Program consisting 
of 6 steps was developed and shown to have positive effects, including the improved 
self-management of patients and more appropriate statements by nurses. A trial 
calculation of medical costs indicated that a reduction of 67,661,440,000 yen may be 
achieved. 
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１．研究開始当初の背景 

慢性腎臓病(CKD)ステージ１～４の患者は、

透析導入を回避するためのセルフマネジメ

ントが重要であり、たとえ透析導入になった

としても、これは継続して必要である。また、

看護師は腎臓病の患者教育の重要性は理解
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しているものの、エビデンスが確認された効

果的な患者教育の方法は周知されていない。

さらに、我が国の腎不全年間医療費は一人当

たり 460 万円程度で、国民医療費の 3.2％を

占めている。これは、アメリカ 1.3%、イギリ

ス 1.0%に比べると高率であるため、我が国の

透析医療費の節減は必要に迫られていると

いえよう。 

 つまり、患者と看護師、そして医療経済的

にも効果のある、CKD ステージ１～５の患者

に対する患者教育プログラムを開発するこ

とが必要である。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、患者、看護職、医療費削

減という３方向に効果のある透析患者や慢

性腎臓病患者の患者教育プログラムを学ぶ

ための、看護職向けの学習システムの開発と

評価である。 

具体的には次のことを目的とした研究を

行った。１）患者側に関する研究：①効果の

ある患者教育プログラムを文献検討により

明らかにする。②患者教育プログラムを開発

する。③そのプログラムの効果を検証する。

④学習効果を高める教具を開発する。２）看

護師側に関する研究：①看護における患者教

育の定義と看護師に必要な要素を明らかに

する。②開発したプログラム実施者による困

難事や必要なスキルを明らかにする。③患者

の目標設定達成例から、プログラム実施時の

患者－看護師のコミュニケーションにおけ

る発話の特徴を明らかにする。３）医療費に

関する研究：①経済的に効果のある患者教育

プログラムを文献検討により明らかにする。

②開発した教育プログラムの医療費削減効

果を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 １）患者側に関する研究：①メタ分析や先

行研究などを参考にした文献検討。②文献検

討や empirical knowledge、ブレインストー

ミングを元にした、プログラム開発。③透析

患者を対象にした準実験研究や慢性腎臓病

患者(CKD)を対象にした RCT（ランダム化比較

試験）による効果検証。④文献検討や

empirical knowledge、ブレインストーミン

グを元にした、教具開発と患者使用後のイン

タビュー。 

２）看護師側に関する研究：①先行研究に

よる文献検討。②プログラム経験者へのフォ

ーカスグループインタビュー。③達成例の会

話を録音し、RIAS（ Roter method of 

Interaction Analysis System）を使って分

析した。 

３）医療費に関する研究：①先行研究によ

る文献検討。②プログラムのプロトコール、

成功率、対象患者数などから、予測削減医療

費を試算した。また、実際に行ったプログラ

ムの所要時間から、プログラムの必要経費を

計算した。 

    

４．研究成果 

１）患者側に関する研究：①「行動変容プ

ログラム」と「EASE プログラム」に関する論

文は 94 論文であり、EASE（イーズ）プログ

ラムの効果は 88.6%であった。また、EASE プ

ログラムを実践する看護者に必要な要素は，

コミュニケーション技術であることが明ら

かになった。②６ステップからなる EASE（イ

ーズ）プログラムの学習システムを開発した。

EASE プログラムの目的は、その人らしい生活

を送るため、疾病の予防、治療や健康に関す

る、セルフマネジメントの考え方と行動を、

修正、維持することである。③EASE プログラ

ムの効果検証としては、透析患者の外用薬の

塗布行動の継続と、瘙痒感の改善効果が明ら



 

 

かになった。また、運動チェック表だけによ

る介入（１期）と，EASE プログラムのピア・

ラーニング法，ステップ・バイ・ステップ法，

セルフ・モニタリング法による介入（2 期）

を行った結果、EASE プログラムを行った 2期

は，１期に下がっていた自己効力感を高め，

運動行動を向上することができた。さらに、

CKD 患者に対する RCT の結果、セルフマネジ

メント行動は，対照群では変化がなかったが、

介入群は介入後に有意に向上した。④学習効

果を高める教具キットは、減塩できる醤油さ

し、セルフモニタリング表などの１５の教具

キットを開発した。その教具キットを３名の

透析患者に使用してもらい、次のことが明ら

かになった。1)教具キットの効果を実感する

ことが継続使用を促す、2)患者は実用的な物

品を求めている、3)意匠を凝らした物品ほど

患者の意欲は高まる、4)教具キットは自己管

理の円滑な開始を支援する、5)患者の生活を

知ることがより良い教具キットの開発につ

ながる、6)教具キットの使用は EASE プログ

ラムにおいて自己管理を促進する効果があ

る。 

２）看護師側に関する研究：①文献のナラ

ティブレビューの結果、透析看護における患

者教育の定義が明らかとなった。また、透析

看護の患者教育に必要な要素として、「透析

や腎疾患に特化した知識・技術提供」「疾病・

透析受容を踏まえた関り」があった。②EASE

プログラムの困難事は、「時間がない」こと

などであった。③目標設定達成例から、看護

師の＜促し＞と＜開いた質問＞は効果があ

ることが明らかになった。また、＜閉じた質

問＞や＜否定的な発話＞は、従来のコミュニ

ケーションではタブー視されてきたが、使い

方に応じて有効に働くことがわかった。 

３）医療費に関する研究：①CKD における

経済性の優れた患者教育プログラムに関す

る先行研究は、わが国にはなかったが、海外

では６編の報告があった。各文献は、患者へ

の効果と費用削減の効果があったと述べて

いたが、費用の算出が精確ではなかった。患

者教育プログラムの経済性を明らかにする

には、経済的評価法を用いて研究することが

必要であると提言した。 

②CKD保存期患者にEASEプログラムを行い、

EASE プログラム介入における費用分析を行

った。１８例の結果、12 週間の EASE プログ

ラムにかかる CKD 患者 1人あたりの平均費用

は，19,387 円であった。これは、透析 1回あ

たりの費用約 29,000 円よりも安価である。

そのため、EASE プログラムを 12 週間行った

としても、透析を 1回でも延期できれば、医

療費の削減につながることが明らかになっ

た。 

また、CKD 患者における EASE プログラム年

間対象者数は 2万人であると予測した（図１）。 

 

 

図１ CKD患者におけるEASEプログラム予想

対象者数 

 

この 2 万人の対象者に EASE プログラムを

実施した場合の医療費を試算した（図２）。

保険収載された場合に生じる年間医療費は 5

億 6千万円となるが、本プログラム実施によ

り CKD 患者の透析導入回避・延期が１年間可



 

 

能になれば、682 億 2144 万円の医療費削減が

予想される。その差額は、676 億 6144 万円で

あり、多大なる医療費の削減効果が見込まれ

る。今後はプログラムの発展、看護職向けの

EASE プログラムのトレーニングシステムが

必要である。 

 

図２  EASEプログラムによるCKD患者の透

析導入延期時の医療費予想純減少額 

 

 

 

 

 

 

 

 (a) 予想される減少医療費：導入延期人数 1
万 6 千人/年×透析費用 29,610 円/回×削減
透析回数 144 回/年  
(b) EASE に要する医療費：診療報酬（仮）700
点/回×EASEプログラム対象者数2万人/年×
実施回数４回/年  
 (c) 予想される医療費の純減少額：(a)－
(b) 

 

 

結論：６ステップからなる EASE（イーズ）

プログラムの学習システムを開発した。また

その学習システムの効果として、患者のセル

フマネジメント行動の向上、看護職の適切な

発話内容が明らかになった。医療費の試算で

は、676 億 6144 万円の削減効果が見いだされ

た。 
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